












要約:産後ヘルパーは、産後の支援を目的に 10年余り民間で活動している、家庭を一定期

間訪問して支援をする者であり、子育て経験者を中心に有資格者もいる。活動地域が全国

的な広がりをみせている今日、産後ヘルパーの実態を把握し考察することを目的に、①産

後ヘルパーの利用目的②受けている支援内容、③利用後の評価、について全国 13 地域で

のヘルパー利用者を対象に、ニーズ調査を行なった結果、以下のことがわかった。

(1）時代のさまざまな二ーズが生んだ産後支援のあり方のひとつとして期待されている。

(2）産後ヘルパーは、①産後の心身への理解と対応が出来、②乳幼児の世話や育児の指導・

相談相手として十分な内容があり、③家事処理能力にすぐれている、の 3つの要素を持つ

産後支援のプロとして高い評価を得ている。(3)一定期聞くらしを共にする者として、人

としてのありようが大きな意味を持つ産後の支援は、家事・育児の豊かな経験をベースに

多方面の母親理解と技術が求められる。産後ヘルパーの資質と能力の向上が必然的に大き

な課題となる。

(4)ニーズは大きいものの、利用するには経済的な負担もあることから個人利用のあり方

については今後何らかの対応策が必要である。


